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抗酸菌研究会発足のお知らせ	 

	 

結核などの抗酸菌による感染症は熱帯地域を中心に蔓延しており、日本国内においても生命に対

する脅威であり続けています。この脅威に対し新たな予防・診断・治療法を開発することが求め

られております。しかしながら、抗酸菌を対象とした基礎研究、応用研究、臨床研究を実施して

いる日本の研究者及び研究機関は限られています。こうした環境の中で成果を上げていくために

は、人的資源を有機的に結び付る研究者ネットワークを構築し、効率的に研究を推進できる環境

を整えること、そのネットワークを基盤として、抗酸菌感染症に従事する若手研究者を育成して

いくことが必須であると考えています。	 

そこで、抗酸菌研究のトップエキスパートである先生方を発起人として、抗酸菌研究会を立ち上

げることになりました。本研究会では、若手から中堅の抗酸菌研究者に研究発表の場を提供する

ことで若手の育成を図るとともに、抗酸菌研究ネットワークに参加する研究者の間での情報交換

の場を提供し、共同研究を通じた効率のよい抗酸菌研究を推進してまいりたいと考えています。	 
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